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木津川「マチオモイ部発足」、宝塚「マチ文庫」、生駒「ビブリオバトル」など、
　各地で、人と人をつなぐ場づくりに“マチオモイ帖”が一役

クリエイター＊支援施設「クリエイティブネットワークセンター大阪 メビック扇町」（所在地：大阪市北区　所 
長：堂野 智史）が、この冬開催予定の展覧会『my home town わたしのマチオモイ帖』（2016年12月9日～2017年
1月29日、わたしのマチオモイ帖委員会と共催）を前に、現在、各地で巡回展が開かれています。今後は、宝塚展
（10/2（日）～10/16（日））、生駒展（11/5（土）～11/27（日））、木津川展（11/1（火）～11/22（火））を開催。地元作品を
中心とした展覧会を軸に、各地で、マチオモイ帖を活用した、場づくりが生まれています。なお、新作エントリー
は10月末まで募集中で、比較的応募しやすい新設のポストカード部門への出展者増加に期待を寄せています。
（詳しくは参考資料参照）

～12月の大阪展開催に向け、各地で巡回展開催。新作エントリーは10月末まで受付～

兵庫県の宝塚図書館ではマチオモイ帖から発想を得て、2015年より「みんなのたからづかマチ文庫」プロジェクト
がスタート。市民が作った宝塚を題材にした本の寄贈を、常時呼びかけています。10月2日から同図書館で開催中の
「わたしのマチオモイ帖in宝塚展」では、兵庫県の作品を中心に、200冊を展示。開催中は、マチ文庫をテーマにした
トークイベントやワークショップなども予定されています。

「マチオモイ帖」は、日本各地のクリエイターが、それぞれ思い入れの
ある町やそこに住む人への想いを冊子や映像に綴り、人々に届ける
活動です。東日本大震災をきっかけに始まり、展示会を重ねるごとに
共感が拡がり、これまでに寄せられた総作品数は約1200帖になりま
した。2013年には新しい地域資源を発見するプロジェクトとして、
グッドデザイン賞受賞。ゆうちょ銀行とのコラボでマチオモイカレ
ンダーを5年連続制作するなど、その認知度は年々高まっています。

※クリエイターとは、プロのデザイナー、写真家、イラストレーター、映像作家、コピーライター、編集者などを指します。

本件に関するメディアからのお問い合わせ先
クリエイティブネットワークセンター大阪 メビック扇町　広報担当：松井　　
〒530-0025　大阪市北区扇町2-1-7 　カンテレ扇町スクエア3F
TEL：06-6316-8780（平日10:00～21:30）　　　FAX：06-6316-8781 　　 e-mail：info@mebic.com
ホームページ:：http://www.mebic.com/
マチオモイ帖プロジェクトに関する詳細情報は、以下を参照ください。
わたしのマチオモイ帖ホームページ　http://machiomoi.net/

■見過ごしがちなマチの魅力、一緒に探しませんか？――宝塚市

■総作品数約1200帖となるマチオモイ帖

11月5日から始まる、奈良県のマチオモイ帖を展示する「my home townわたしのマチオモイ帖 2016生駒展」の初
日に、生駒のマチオモイ帖作品を用いた、市民による書評会（ビブリオバトル）を開催。また、一般公募した写真「生
駒の魅力」を使ったワークショップ等も予定しています。

■市役所に誕生した「マチオモイ部」――木津川市
京都府木津川市役所では「産業・観光・農政」が連携し、2015年7月に新たに「マチオモイ部」が誕生しました。2016
年4月からは「企画・広報」も一つになりマチを元気にする部署として活動しています。現場がいきいきと仕事してい
たら、それは周囲に波及し、結果的に“マチオモイな人”が増えると木津川市。さっそく、自由な発想の若い職員が活
躍しています。11月1日からは、「木津川アート2016」の関連企画として、「マチオモイ帖展」が開催され、京都と奈良
のマチオモイ帖が木津川市役所で展示されます。

■地元を取り上げたマチオモイ帖でビブリオバトル――生駒市



■マチオモイ帖について

「マチオモイ帖」は、日本各地のクリエイターが、生ま
れ育ったふるさとや学生時代に過ごした町、今暮らす
町など、思い入れのある町やそこに住む人への想い
を、写真やイラスト、文章などで綴った冊子や映像の
総称です。2011年、大阪在住のコピーライター村上美
香氏が故郷「広島県尾道市因島重井町」をテーマに制
作した『しげい帖』がクリエイターの間で共感を呼び、
同年メビック扇町で34作品の展示会を初開催。今では
全国から約1200帖が寄せられる一大プロジェクトに
発展しました。

■作品募集要項抜粋（詳細は同封の資料をご覧ください）

事前エントリー受付期間： 2016年9月1日（木）～2016年10月31日（月）
作品提出期間： 2016年11月4日（金）～11月18日（金）
参加資格：プロのクリエイター、またはプロのクリエイターを含むグループ
募集部門： 1.ミニブック部門　　2.ポストカード部門　　3.ムービー部門
参加費：無料

＜展覧会開催概要＞
会期：2016年12月9日（金）～2017年1月29日（日）
  　　平日11:00～21:00　土日祝11:00～19:00
　　　年末年始の休み：12月26日（月）～1月5日（木）
会場：クリエイティブネットワークセンター大阪 メビック扇町
  　  （大阪市北区扇町2-1-7 カンテレ扇町スクエア3F）

また、この“マチを想う”というアプローチが、全国約24,000箇所、人口減が著しい離島や過疎地にも点在する
郵便局に通じることから、 2013年より、ゆうちょマチオモイカレンダー の共同制作が続いています。

■各展覧会詳細
わたしのマチオモイ帖 in 宝塚 2016 展
会期：2016年10月2日（日）～16日（日）　10：00～17:00　（水休）
会場：宝塚市立西図書館　　入場：無料
展示作品：2016年に出展された作品、兵庫県・九州の町を対象にした作品
詳細：https://www.library.takarazuka.hyogo.jp/news/index.html#machiomoi2016
主催：宝塚市立西図書館　

マチオモイ展（「木津川アート2016」関連企画 ）
会期：2016年11月1日（火）～22日（火）　月～金 8:30～17:15　（土日祝 休）
会場：木津川市役所　　入場：無料
展示作品：京都府・奈良県の町を対象にした作品
参考：http://www.kizugawa-art.com/index.html　（木津川アート2016）
主催：木津川アートプロジェクト

わたしのマチオモイ帖 2016 生駒展
会期：2016年11月5日（土）～27日（日）　火～金 9:30～20:00　土日祝 9:30～17:00　（月休）
会場：生駒駅前図書室　　入場：無料
展示作品：奈良県の町を対象にした作品


